
病床が全て稼働していない病棟を有する医療機関について 

１ 考え方 

(1) 国通知（平成 30年２月７日付け「地域医療構想の進め方について」）の内容 

 国通知では、病床機能報告の結果等から、病床が全て稼働していない病棟（過

去１年間に一度も入院患者を収容しなかった病床のみで構成される病棟をいう。)

を有する医療機関を把握した場合には、速やかに、当該医療機関に対し、地域医

療構想調整会議（以下「調整会議」）へ出席し、①病棟を稼働していない理由、 

②当該病棟の今後の運用見通しに関する計画について説明するよう求めることと

された。 

なお、病院・病棟を建て替える場合など、事前に調整会議の協議を経て、病床

が全て稼働していない病棟の具体的対応方針を決定している場合は、この限りで

ないこととなっている。 

(2) 本県での対応 

・ 対象医療機関数が多いことを踏まえ、平成 30年度病床機能報告（令和元年７月

時点）に基づき休棟中等の病棟をもつ医療機関に対して次項の調査を行ったうえ

で、各調整会議へ報告する。

・ 各調整会議において、さらに説明を求める必要があると判断した医療機関につ

いては、次回以降に調整会議への出席等を求める。

２ 県からの調査結果概要 

・ 調査期間：令和元年５月９日～５月 29日 

・ 調査対象：平成 30 年度病床機能報告において、 

①平成 30年７月の病床機能を「休棟中」として報告した病棟または

診療所（31 病棟・７診療所） 

②平成 30年７月の病床機能は「休棟中」以外（急性期、回復期など）

の機能で報告しているものの、全病床を「非稼働病床」（過去１年

間患者が入院していない）と回答した病棟または診療所（７病棟・

11 診療所） 

(1) 調査対象病院の状況（平成 30 年度病床機能報告（H30.7 月時点））

病棟数 病床数 病棟数 病床数 病棟数 病床数

横浜 5 204 1 20 6 224

川崎北部 0 0 1 45 1 45

川崎南部 3 82 0 0 3 82

相模原 6 287 1 28 7 315

横須賀･三浦 6 233 1 34 7 267

湘南東部 1 50 1 55 2 105

湘南西部 5 169 0 0 5 169

県央 2 20 2 76 4 96

県西 3 92 0 0 3 92

計 31 1,137 7 258 38 1,395

医療圏
①休棟中 ②全病床非稼働 計

資料３－３ 
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(2) 調査対象病院の回答集計（H31.5 月 調査実施時点）

  ア 休棟・非稼働の理由 

非稼働・休床の理由（複数回答可） 病棟数 病床数 

スタッフの不足 18 567

利用者の減少 4 164

分娩取扱休止のため 1 44

工事に伴う一時的な休止 5 201

その他 16 651

＜「スタッフの不足」の不足職種内訳＞

不足職種 回答病棟数 不足人数の合計 

医師 6 合計 10 人 

看護師 15 合計 199 人 

介護士 4 合計  24 人 

＜その他の内容＞ 

・人員体制の確立とインフラ整備に時間を要するため

・外科閉診のため

・収入と支出のバランスがとれず、経営に支障をきたすため

・常勤の産婦人科医師の退職に伴い、夜間・休日に緊急で分娩に対応することが困難

になったため

・神経難病緩和ケアを対象とした診療を行う予定であるため

・休棟中の病棟の振り替え

  イ 今後の再開見込・予定等     

今後の予定等 病棟数 病床数 

既に再稼働済み 10 408

再開予定時期の見込がたっている 6 216

病床返還を予定 0 0

その他 22 771

＜その他の内容＞

・スタッフの確保がつき次第再開したい（12箇所）

・大学病院への移設・統合を予定

・補助金申請が認可され次第再開準備に取り組む

・老朽化のため移転を検討しているが適当な場所が見つからない

・診療機能移転を計画しており、機能移転後の体制と併せて法人全体で将来計画を検

討中。

・耐震補強工事を終えた後、スタッフの不足が解消された時点で再開。

・他の病棟及び外来収入で、当該病棟のマイナスを恒常的に補うことができる見込み

がたてば再開。

・次期中期計画（H32～36）に向けた議論の中で検討 
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(3) 調査対象診療所の状況（平成 30年度病床機能報告（H30.7 月時点）） 

(4) 調査対象診療所からの回答集計（H31.5 月 調査実施時点） 

  ア 休棟・非稼働の理由

非稼働・休床の理由（複数回答可） 診療所数 病床数 

スタッフの不足 3 34

利用者の減少 4 38

分娩取扱休止のため 5 20

母体保護法指定施設としての病床だが、対象案件がないため 4 13

入院を要する対象患者がいなかったため 0 0

工事に伴う一時的な休止 0 0

その他 2 38

未回答 0 0

＜スタッフ不足の状況＞          ＜その他の内容＞

・臨床試験にて使用

・短期入所で使用   など

  イ 今後の再開見込・予定等    

今後の予定等 診療所数 病床数 

既に病床返還（または減床）済み 1 1

再開予定あり 2 22

病床返還を予定 0 0

その他 21 146

未回答 0 0

＜その他の内容＞

・スタッフが確保でき次第 （２箇所） 

・母体保護法指定施設として病床は確保   

・入院対象者がいたときのために病床は確保 

・設備の基準の変更により、建物の改修変更が必要となるため  など 

10-19床
(箇所)

5-9床
（箇所）

4床以下
（箇所）

10-19床
(箇所)

5-9床
(箇所)

4床以下
(箇所)

横浜 2 38 1 4 29 7

川崎北部 1 1 7 1 8 3

川崎南部 1 1 1 24 1 0 4

相模原 0 0 0

横須賀･三浦 0 1 1 16 2

湘南東部 0 0 0

湘南西部 0 0 0

県央 0 2 6 2

県西 0 0 0

計 3 2 2 69 2 2 7 59 18

合計

診療所数
（箇所）

医療圏

① 休棟中

診療所規模 病床数
合計
（床）

診療所規模

② 全病床非稼働

病床数
合計
（床）

不足職種 回答箇所数 不足人数の合計

医師 3 合計 3 人 

看護師 3 合計 8 人 

介護士 0 合計  0 人 

調理師 0 合計  0 人 
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(5) 川崎北部・南部地域における該当病院からの回答 

H30．7
の機能

６年後
予定

許可
病床
数

稼働
病床
数

非稼
働病
床数

許可
病床
数

稼働
病床
数

非稼
働病
床数

聖マリアンナ医
科大学病院

別館6北病棟
高度急
性期

高度急
性期

45 0 45 0 0 0

〇R1.8頃
再開予定(高度急性
期)
再稼働に向け改修工
事中

H31.4返還病床数：33床

日本鋼管病院 第2南病棟
休棟
中

急性期 37 37 0 0 0 0
H30.
5～

乳腺外科や肺外科
等の外科系診療機
能を拡充すべく、
医師の採用を中心
に人員体制の確立
とインフラ整備が
必要となり、時間
を要するため

当院として、地域から求
められている外科系診
療科の選定と当該診療
科の医師の採用に目
途が立ち、既存診療科
と有機的に診療を行
い、一般急性期病院と
しての機能をスケ
ジュール化できた時点
で実行する。

医療法人社団愛
成会　京浜総合
病院

６階病棟
休棟
中

慢性期 41 0 41 0 0 0
H21.
2～

〇スタッフの不足
看護師：15人～

老朽化のため移転を検
討しているが適当な場
所が見つからない

特定医療法人
愛仁会　太田総
合病院

HCU
休棟
中

急性期 4 0 4 0 0 0
H22.
春～

〇スタッフの不足
看護師：12人～
介護職員：2人～

4年程前にHCU再開を
見込み改修工事を施
工、NSの人材以外全て
揃っている。当院はオ
ペ症例が2400件/年と
非常に多く、術後患者
様のフォロー及び脳外
救急24時間を行ってお
り再開は悲願であり、
今後もNS補充に努力し
ていく。

医療機能
一般病床 療養病床

病床機能報告(H30.7)での報告状況

稼働病床の状況

追加調査への回答

休棟
の始
期

休棟中または非稼
働の理由

※スタッフの不足の
下は、不足する職
種・人数を記載

今後の予定・見込時
期等

※（　）内は再開時の
病床機能

自由記載
病棟名医療機関名
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